
米
価
の
低
下
と
大
規
模
稲
作
農
家
の
所
得

　

今
春
の
コ
メ
の
関
税
化
と
、農
業
に
お
け
る
一

層
の
市
場
原
理
導
入
を
謳
っ
た「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」の
制
定
に
よ
り
、米
価
の
低
下
傾

向
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。米
価
決
定

の
最
大
の
鍵
を
握
る
の
は
、も
ち
ろ
ん
コ
メ
の
関

税
率
の
動
向
と
、ア
メ
リ
カ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

そ
し
て
中
国
や
タ
イ
な
ど
コ
メ
の
輸
出
国
に
お

け
る
、日
本
市
場
向
け
の
対
応
速
度
と
い
え
よ
う
。

　

国
産
米
と
同
質
の
コ
メ
が
海
外
で
大
量
に
作

ら
れ
、
関
税
率
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
低
価
格

米
と
し
て
国
内
に
流
入
す
れ
ば
、
国
内
の
稲
作

が
大
打
撃
を
う
け
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
国

内
の
稲
作
農
家
は
、
そ
れ
に
対
し
、
有
機
農
業

な
ど
の
差
別
化
と
、
大
規
模
化
（
構
造
改
善
）

に
よ
る
効
率
化
（
低
価
格
米
の
生
産
）
に
よ
っ

て
対
応
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
こ
に
あ
げ
た
図
は
、
効
率
追
求
型
の
一
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
規
模
稲
作
経
営
が
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
並
み
の
労
働
に
よ
っ
て
得
る
年
間
所

得
と
、
米
価
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
農

家
が
現
在
の
生
産
技
術
水
準
の
下
で
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
並
み
の
年
間
労
働
時
間
（
二
〇
〇
〇
時
間
、

経
営
規
模
一
〇
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
所
得
は
、
米
価
が
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

一
三
、三
四
一
円
よ
り
下
が
る
と
、男
子
勤
労
者

平
均
給
与
所
得
よ
り
少
な
く
な
る
。
同
様
に
夫

婦
で
一
五
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
稲
作
を
経
営
す
る

稲
作
専
業
農
家
（
年
間
労
働
時
間
が
二
人
で
三

〇
〇
〇
時
間
）の
場
合
、米
価
が
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
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二
ヶ
月
が
か
り
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
、
気
が

か
り
だ
っ
た
実
家
の
水
田
の
草
取
り
に
着
手
し
た
。

わ
ず
か
一
反
ば
か
り
の
猫
の
額
の
よ
う
な
水
田
と

は
い
え
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
有
機
農
業
と
、
志
は

高
い
。（
実
は
、
除
草
労
働
の
苦
労
を
イ
ヤ
と
い
う

ほ
ど
知
る
父
親
が
毎
年
こ
っ
そ
り
と
撒
く
除
草
剤

の
お
か
げ
で
、
こ
の
志
は
い
つ
も
最
初
か
ら
挫
折

し
て
い
る
の
だ
が
。）

　

と
こ
ろ
が
、
久
し
ぶ
り
に
我
が
田
を
見
て
仰
天

し
た
。
今
年
は
ど
う
も
除
草
剤
の
撒
い
た
時
期
が

遅
か
っ
た
せ
い
か
、
薬
が
効
か
ず
、
タ
チ
の
悪
い

雑
草
が
一
面
を
覆
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
意
を
決

し
て
一
日
は
い
つ
く
ば
っ
て
除
草
を
し
て
み
た
も

の
の
、
と
て
も
埒
（
ら
ち
）
が
あ
か
な
い
。
普
段

の
仕
事
が
「
机
の
上
の
」
仕
事
だ
け
に
、
た
ま
の

実
践
労
働
は
実
に
体
に
こ
た
え
る
。
実
際
、
炎
天

下
で
の
水
田
の
草
取
り
作
業
は
、
や
っ
て
み
た
人

で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
き
つ
い
。

　

親
切
な
近
所
の
人
曰
く
。「
今
年
は
あ
き
ら
め

て
、
来
年
の
春
に
除
草
剤
を
撒
け
ば
、
き
れ
い
に

な
る
よ
。無
農
薬
は
、そ
の
後
か
ら
で
い
ん
じ
ゃ
ー

な
い
の
？
」

　
「
な
る
ほ
ど
」、
と
先
輩
農
家
の
知
恵
に
関
心
し

つ
つ
、
心
は
揺
れ
て
い
る
。

（
須
田
）
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あ
た
り
一
二
、
五
二
七
円
よ
り
下
が
る
と
、
共
働

き
夫
婦
世
帯
の
所
得
を
下
回
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
試
算
は
、
現
在
（
平
成
六
年
）
の
一

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
経
営
層
の
実
態
に
基
づ
い

て
い
る
。
直
播
技
術
、
大
規
模
圃
場
の
整
備
な

ど
、
新
し
い
技
術
導
入
も
な
さ
れ
よ
う
が
、
コ

メ
の
国
内
自
給
力
が
ど
の
程
度
確
保
さ
れ
る
か

は
、
中
山
間
地
域
稲
作
の
改
善
・
保
護
と
と
も

に
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
稲
作
農
家
の
生
活

を
保
障
す
る
水
準
に
米
価
を
維
持
で
き
る
か
に

当
面
よ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

コ
メ
の
輸
出
国
は
当
然
関
税
率
の
引
き
下
げ

を
要
求
す
る
だ
ろ
う
が
、
世
界
が
納
得
す
る
論

理
を
持
っ
て
、
日
本
も
自
ら
の
立
場
を
き
ち
ん

と
主
張
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　
　
（
須
田
）

大規模稲作経営の年間所得と米価の関係

〈
稲　
作　
所　
得
〉

（万円）
２，０００

０

５００

１，０００

１，５００

２０， ０００ １５， ０００ １０， ０００ ５， ０００（円/６０㎏）

男子勤労者平均給与額

勤労者家族平均給与額

５２９

６８８

１３， ３４１円

１２，５２７円

男子１名
の年間労働

夫婦の年間労働

〈米　価（玄米）〉

資料　農林水産省「平成６年産米及び麦類の生産費」、労働
省「平成８年版毎月勤労統計要覧」

　注　地代をゼロとして計算してある。　

７，２１５円


